
「
大
地
変
動
の
時
代
」に

専
門
知
を
発
信
す
る

濱
岸　

先
生
は
、
２
０
２
１
年
３
月
、
京
都
大
学
大
学

院
教
授
を
定
年
退
職
さ
れ
、
現
在
、
京
都
大
学
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
実
践
ユ
ニ
ッ
ト
特
任
教
授
に
就
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

鎌
田　

専
門
は
地
球
科
学
で
、
高
校
の
教
科
で
い
う
と

地
学
で
す
。
地
震
、
火
山
、
気
象
災
害
な
ど
を
研
究
対

象
と
し
、
京
都
大
学
に
は
24
年
間
勤
め
て
き
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
は
、京
都
大
学
で
は
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
っ
て
、

私
の
よ
う
に
定
年
に
な
っ
た
教
授
が
学
内
外
で
自
由
に

研
究
で
き
る
制
度
が
あ
り
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
国
土
強

靭
化
）
を
テ
ー
マ
に
、
そ
の
特
任
教
授
に
就
任
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
か
ら
日
本
で
起
き
る
最
大
の

自
然
災
害
で
あ
る
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
、
富
士
山
噴
火
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
災
害
を
防

ぎ
、
ど
う
被
害
を
減
ら
す
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
、
前
の
菅
義
偉
内

閣
が
閣
議
決
定
し
た
事
業
規
模
15
兆
円
の
「
防
災･

減

災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
並
行
す
る
か
た
ち
で

進
め
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
日
本
列
島
は
国
家
の
税

収
の
３
〜
４
倍
が
消
え
る
よ
う
な
途
轍
も
な
い
災
害
に

京
大
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
教
授

「
科
学
の
伝
道
師
」

京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ
ニッ
ト

特
任
教
授
、京
都
大
学
名
誉
教
授

鎌
田
浩
毅
氏
に
聞
く

　

日
本
列
島
は
東
日
本
大
震
災
を

皮
切
り
に「
大
地
変
動
の
時
代
」に

入
っ
た
。近
い
将
来
に
起
き
る
首
都

直
下
地
震
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
、富
士
山
噴
火
に
対
し
、国
家
・

社
会
、一
般
市
民
は
ど
う
備
え
れ
ば

い
い
の
か
。

　

Ｘ
デ
ー
に
向
け
、学
生
・
市
民
に

科
学
を
、ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や

す
く
、か
つ
お
も
し
ろ
く
伝
え
る

の
か
。科
学
啓
発
に
熱
心
な「
科
学

の
伝
道
師
」と
し
て
活
躍
し
、ま
た

京
都
大
学
の
講
義
で
は
教
養
科
目

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
人
気
を
誇
る

京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ

ニ
ッ
ト
特
任
教
授
、鎌
田
浩
毅
氏

に
う
か
が
っ
た
。

Interviewer
京都総合経済研究所

代表取締役社長
濱岸  嘉彦

近
い
将
来
起
き
る

近
い
将
来
起
き
る

地
震
・
火
山
災
害
へ
の
備
え
を

地
震
・
火
山
災
害
へ
の
備
え
を

近
い
将
来
起
き
る

地
震
・
火
山
災
害
へ
の
備
え
を



襲
わ
れ
ま
す
が
、
今
か
ら
準
備
す
れ
ば
そ
の
被
害
の
８

割
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

濱
岸　

先
生
は
京
都
大
学
で
の
定
年
退
職
を
控
え
た
最

終
講
義
で
も
、「
過
去
を
振
り
返
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ

な
い
。
近
い
将
来
起
き
る
大
震
災
等
に
備
え
る
よ
う
、

未
来
に
向
け
て
伝
え
た
い
」
と
強
く
警
告
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
と
こ
ろ
、
大
震
災
、
国
土
強
靭
化
を
テ
ー
マ

に
積
極
的
に
執
筆
活
動
や
講
演
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

鎌
田　

大
学
で
は
専
門
分
野
の
基
礎
研
究
に
基
づ
い
た

専
門
学
部
・
大
学
院
教
育
を
中
心
と
し
、
全
学
共
通
の

教
養
教
育
も
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
の
大

学
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
大
学
の
知
を
積
極
的
に
社
会

に
発
信
し
て
い
く
社
会
活
動
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
の
場
合
は
、
地
球
科
学
の
専
門
的
な
知
を

活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
起
き
る
地
震
や
火
山
噴
火
に
備

え
、
一
般
市
民
は
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か
、
象
牙

の
塔
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
地
域
社
会
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
な
使
命
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
新
聞
・
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
、
多
く
の
発
信
す
る
場
を
与
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
始
ま
っ
た
「
大
地

変
動
の
時
代
」
に
あ
り
、
10
年
前
か
ら
社
会
に
向
け
て

発
信
す
る
活
動
を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

活
動
の
柱
と
な
る
の
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
助
け
を
借
り
な

が
ら
、
一
般
市
民
に
「
科
学
」
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
と
い
う
「
科
学
の
伝
道
師
」
と
し
て
の
役
割
。
も
う

一
つ
の
柱
に
な
る
の
が
、
大
地
変
動
の
時
代
を
ど
の
よ

う
に
生
き
る
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ど
の
よ
う
に
持
続
可
能

な
社
会
を
つ
く
り
、
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
の
材
料
や
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
啓
蒙
活
動
で
す
。
で

す
か
ら
、
専
門
の
地
球
科
学
分
野
の
著
述
の
ほ
か
に
、

『
一
生
モ
ノ
の
勉
強
法
』、『
座
右
の
古
典 

今
す
ぐ
使
え

る
50
冊
』
な
ど
、
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
の
一
般
教
養
を

テ
ー
マ
に
し
た
著
書
も
執
筆
し
て
い
ま
す
。

「
２
０
３
５
年
±
５
年
」に
起
き
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

被
害
総
額
は
２
２
０
兆
円

濱
岸　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
先
生
の
専
門
分
野
で
あ
り
、

以
前
か
ら
著
作
や
講
演
で
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
４
つ

の
大
災
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
災
害
が
い

つ
ご
ろ
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
か
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。

鎌
田　

３
つ
の
地
震
・
火
山
災
害
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど

触
れ
ま
し
た
が
、
大
き
く
１
千
年
ぶ
り
の
災
害
と
、

１
０
０
年
ぶ
り
の
災
害
が
あ
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

地
球
科
学
で
は
過
去
の
事
例
で
未
来
を
予
測
す
る

「
過
去
は
未
来
を
解
く
鍵
」
と
い
う
方
法
論
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
従
っ
て
み
る
と
、
２
０
１
１
年
３
月

11
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
は
、
実
は
東
北
沖
で

１
千
年
ぶ
り
に
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

９
・
０
の
巨
大
地
震
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

過
去
に
遡
っ
て
み
る
と
、
東
北
沖
で
は
平
安
時
代
の

８
６
９
年
に
貞
観
地
震
と
い
う
大
き
な
地
震
が
あ
り
、

や
は
り
津
波
が
発
生
し
、
そ
の
直
後
か
ら
日
本
全
国

で
地
震
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
京
都
で
は
、

こ
の
同
じ
８
６
９
年
に
祇
園
祭
が
始
ま
っ
た
と
い
う

因
縁
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
東
日
本
大
震
災
は
、
そ
の
貞
観
地
震
か
ら

約
１
千
年
ぶ
り
に
起
き
た
巨
大
地
震
で
あ
り
、
日
本

列
島
は
非
常
に
不
安
定
な
「
大
地
変
動
の
時
代
」
に

突
入
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
い
う
と
、
プ

レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
と
い
っ
て
、
日
本
列
島
は
４
つ

の
プ
レ
ー
ト
に
接
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が
東
日
本
の
下
に
沈
み
込
み
、
反
動

で
は
ね
か
え
っ
て
起
き
た
の
が
東
日
本
大
震
災
で
す

（
図
１
）。
そ
し
て
、そ
の
は
ね
か
え
り
方
が
大
き
く
て
、

地
盤
が
引
っ
張
ら
れ
て
東
に
５
・
３
メ
ー
ト
ル
延
び
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
10
年
間
、
今
度
は
そ
の
引

っ
張
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス
で
、
東
日
本
内
陸
部
で
直
下
型

地
震
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
直
下
型
地
震
と
い
う
の
は

活
断
層
の
地
下
で
起
き
る
タ
イ
プ
の
地
震
で
、
そ
の
代

表
例
は
１
９
９
５
年
１
月
に
起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
ど
の
く
ら
い
で
解
消

さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
ざ
っ
と
30
年
、
完
全
に
解
消
さ

　

日
本
列
島
は
東
日
本
大
震
災
を

皮
切
り
に「
大
地
変
動
の
時
代
」に

入
っ
た
。近
い
将
来
に
起
き
る
首
都

直
下
地
震
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
、富
士
山
噴
火
に
対
し
、国
家
・

社
会
、一
般
市
民
は
ど
う
備
え
れ
ば

い
い
の
か
。

　

Ｘ
デ
ー
に
向
け
、学
生
・
市
民
に

科
学
を
、ど
の
よ
う
に
わ
か
り
や

す
く
、か
つ
お
も
し
ろ
く
伝
え
る

の
か
。科
学
啓
発
に
熱
心
な「
科
学

の
伝
道
師
」と
し
て
活
躍
し
、ま
た

京
都
大
学
の
講
義
で
は
教
養
科
目

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
人
気
を
誇
る

京
都
大
学
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
実
践
ユ

ニ
ッ
ト
特
任
教
授
、鎌
田
浩
毅
氏

に
う
か
が
っ
た
。

鎌田浩毅著 『地球は火山がつくった』（岩波ジュニア新書）による

図 １　日本列島を取り巻く４つのプレート



れ
る
に
は
１
０
０
年
か
か
る
。
つ
ま
り
１
千
年
ぶ
り
の

大
地
震
が
「
大
地
変
動
の
時
代
」
の
引
き
金
と
な
り
、

あ
と
20
年
間
は
、
日
本
全
国
ど
こ
に
直
下
型
地
震
が
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
に
あ
る
。
日
本
に
は
２
千

本
の
活
断
層
が
走
り
、
い
つ
で
も
直
下
型
地
震
が
起
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
と
り
わ
け
懸
念
さ
れ
る
の
が
一
つ
目
の
首

都
直
下
地
震
で
す
。
首
都
圏
は
東
京
を
中
心
に
人
口
３

５
０
０
万
人
、
首
都
直
下
地
震
の
被
害
は
最
大
で
死
者

２
万
３
千
人
、
全
壊
・
焼
失
家
屋
は
最
大
61
万
棟
、
被

害
総
額
は
95
兆
円
に
及
び
、
国
家
の
税
収
の
２
倍
近
く

が
失
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
首
都
圏
は
日
本
の
中
心
で
す

か
ら
、
日
本
全
体
が
麻
痺
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
恐

慌
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

次
い
で
１
０
０
年
ぶ
り
の
ス
ケ
ー
ル
で
起
き
る
の
が
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
あ
り
、
私
は
「
西
日
本
大
震

災
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
ト
ラ
フ
は
日
本
語
で
「
舟
状

海
盆
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
か
い
ぼ
ん
）」
と
呼
び
、
読
ん

で
字
の
ご
と
く
海
の
盆
地
を
意
味
し
、
東
海
か
ら
四
国

の
沖
合
に
南
海
ト
ラ
フ
・
駿
河
ト
ラ
フ
が
広
が
り
、
過

去
に
は
比
較
的
規
則
正
し
く
地
震
が
起
き
て
き
ま
し
た
。

遡
る
と
前
回
が
１
９
４
６
年
、
そ
の
前
が
１
８
５
４

年
、
１
７
０
７
年
ま
で
８
回
ぐ
ら
い
起
き
た
記
録
が
あ

り
、
そ
の
３
回
に
１
回
が
連
動
型
の
巨
大
地
震
で
す
。

つ
ま
り
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震
と
３

つ
の
震
源
地
で
ば
ら
ば
ら
に
起
き
て
い
た
も
の
が
い
っ

ぺ
ん
に
起
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
次
に
起
き
る
の
が
そ

の
３
回
に
１
回
の
巨
大
地
震
で
Ｍ
９
・
１
と
東
日
本
大

震
災
よ
り
少
し
大
き
く
、
し
か
も
起
き
る
の
が
「
２
０

３
５
年
±
５
年
」
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ

フ
沿
い
の
震
源
域
の
近
傍
に
は
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と

い
う
大
工
業
地
帯
・
産
業
集
積
地
が
あ
り
、
こ
こ
で
巨

大
地
震
が
発
生
す

れ
ば
、
日
本
の
産

業
・
経
済
が
直
撃

さ
れ
ま
す
。
被
災

が
東
京
か
ら
九
州

ま
で
広
域
に
わ
た

り
、
太
平
洋
側
の

津
波
は
最
大
34
メ

ー
ト
ル
に
及
び
、

東
京
は
３
ｍ
、
名

古
屋
、
大
阪
で
は

５
ｍ
の
津
波
に
襲

わ
れ
ま
す
。当
然
、

物
流
が
止
ま
り
、

被
害
総
額
は
２
２

０
兆
円
で
国
の
税

収
の
約
４
倍
弱
、

死
者
は
32
万
人
、

被
害
者
は
６
千
万
人
、
つ
ま
り
東
日
本
大
震
災
の
被
害

総
額
の
10
倍
、
死
者
は
16
倍
と
な
り
ま
す
。
東
京
か
ら

九
州
ま
で
６
千
万
人
が
被
災
す
れ
ば
、
真
中
の
京
都
や

大
阪
に
は
誰
も
助
け
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
首
都
直
下
地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
ら
く
起
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

と
も
い
え
ま
す
が
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
今
ま
で

パ
ス
が
な
く
、「
２
０
３
５
年
±
５
年
」
に
必
ず
起
き

ま
す
（
図
２
）。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

誘
発
さ
れ
て
起
こ
る
富
士
山
噴
火

鎌
田　

３
つ
目
の
富
士
山
噴
火
は
、「
２
０
３
５
年
±

５
年
」
に
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
誘
発
さ
れ

て
起
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
１
７
０
７
年
、
宝
永
地
震

と
い
う
Ｍ
８
・
６
の
巨
大
地
震
が
起
き
、
そ
の
49
日
後

に
富
士
山
の
宝
永
噴
火
が
起
き
て
い
ま
す
。
江
戸
の
宝

永
年
間
と
い
う
の
は
徳
川
綱
吉
の
治
世
で
、
新
井
白
石

が
宝
永
噴
火
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
富

士
山
は
10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
マ
グ
マ
が

パ
ン
パ
ン
に
溜
ま
っ
て
い
て
、
噴
火
に
向
け
ス
タ
ン
バ

イ
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
マ
グ
マ
溜
ま
り
を
南
海

ト
ラ
フ
が
揺
ら
し
て
、
噴
火
が
誘
発
さ
れ
る
の
で
す
。

宝
永
噴
火
の
と
き
に
は
江
戸
に
５
㎝
、
横
浜
に
10
㎝
の

火
山
灰
が
降
り
、
江
戸
の
町
は
１
か
月
ぐ
ら
い
大
混
乱

に
陥
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
度
も
起
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
富
士
山
が
噴
火
す
る
と
地
球
科
学
か
ら
見
て
、 鎌田浩毅著 『日本の地下で何が起きているのか』（岩波科学ライブラリー）による

図 ２　日本列島の地下構造と地震の発生場所（上図）と
南海トラフ巨大地震の震源域（下図）



ル
で
は
な
く
、
日
本
で
い
え
ば
阿
蘇
山
が
大
噴
火
す
る

よ
う
な
レ
ベ
ル
で
す
が
。
そ
う
な
る
と
夏
で
も
温
帯
地

域
の
湖
が
氷
結
し
、雪
が
降
る
よ
う
な
寒
冷
化
が
起
き
、

食
糧
危
機
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
人
類
に
と
っ
て
実

は
温
暖
化
よ
り
も
寒
冷
化
の
方
が
、
影
響
が
大
き
い
。

そ
の
寒
冷
化
の
危
機
に
も
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

濱
岸　

地
震
に
話
を
戻
す
と
、
我
々
が
住
む
京
都
の
地

下
に
は
、
花
折
断
層
（
滋
賀
県
今
津
町
を
北
端
と
し
て

京
都
市
左
京
区
に
至
る
直
線
性
の
高
い
右
横
ず
れ
断

層
）
が
あ
り
、
Ｍ
７
・
５
ク
ラ
ス
の
地
震
が
起
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田　

Ｍ
７
・
５
と
い
う
と
大
き
な
災
害
で
す
か
ら
、

や
は
り
注
意
が
必
要
で
す
。
直
下
型
の
特
徴
は
い
つ
起

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
２
千
〜
３
千
年
に
１
回
は

動
き
、
花
折
断
層
の
場
合
は
５
０
０
年
く
ら
い
前
に
動

い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
京
都
で
も
リ
ス
ク
の
順
番
で

い
う
と
、
や
は
り
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
ち
ば
ん

高
い
と
い
え
ま
す
。
京
都
自
体
は
震
度
５
強
ぐ
ら
い
で
、

津
波
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
都
で
命
は
助
か
っ
て
も
、

そ
の
後
の
生
活
環
境
が
数
か
月
に
わ
た
っ
て
麻
痺
し
ま

す
。
広
域
災
害
と
い
う
の
は
、リ
カ
バ
ー
が
大
変
で
す
。

逆
に
京
都
は
大
阪
、
名
古
屋
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト

が
あ
る
の
で
、
助
け
る
側
に
回
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

濱
岸　

大
災
害
発
生
へ
の
備
え
と
し
て
、
先
生
は
、「
過

去
に
学
ぶ
」、「
正
し
く
恐
れ
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
お

く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田　

大
学
の
最
終
講
義
で
も
、「
チ
コ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ

な
い
が
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
ら
、
日
本
は
壊
滅
す
る
。

自
分
の
身
は
自
分
で
助
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
か

ら
準
備
を
す
れ
ば
被
害
の
８
割
は
減
ら
せ
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
国
や
地
方
自
治
体
が
き
ち
ん

火
山
灰
は
上
空
30
㎞
に
吹
き
上
げ
ら
れ
、
上
空
11
㎞
に

は
偏
西
風
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
が
東
に
流
れ
て
い

ま
す
の
で
、
東
１
０
０
㎞
に
あ
た
る
首
都
圏
に
必
ず
火

山
灰
が
降
り
積
も
り
ま
す
（
図
３
）。
そ
の
被
害
額
は

２
兆
５
千
億
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
震
で
日

本
中
が
復
旧
に
て
ん
て
こ
舞
い
し
て
い
る
と
き
に
、
火

山
灰
が
降
っ
て
き
て
首
都
圏
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
部

止
ま
る
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
す
。
こ
の
３
つ
が
近
い
将

来
起
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

残
る
一
つ
は
地
球
の
寒
冷
化
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。
現
在
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
の
問
題
で
、
国
際
的
に
脱
炭
素
化
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
球
科
学
の
視
点
か
ら
み
る
と
火
山
の
巨
大

噴
火
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
問
題
は
ひ
っ
く
り
返
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
去
を
見
る
と
そ
う
な
っ
て
い
ま

す
。
18
〜
19
世
紀
に
は
大
き
な
噴
火
が
沢
山
あ
り
ま
し

た
が
、
20
世
紀
の
後
半
は
巨
大
噴
火
が
少
な
く
温
暖
化

が
進
み
ま
し
た
。
巨
大
噴
火
と
い
う
の
は
富
士
山
レ
ベ

鎌田 浩毅（かまた ひろき）
　1955年生まれ。東京大学理学部地学科卒業。1979年
通産省（現･経済産業省）入省。通産省主任研究官、米国
内務省上級研究員を歴任。1997年京都大学大学院人間 ･
環境学研究科教授。2021年４月より京都大学レジリエンス
実践ユニット特任教授、京都大学名誉教授。理学博士（東京
大学）。日本火山学会理事、日本地質学会火山部会長等を
歴任。科学を楽しく解説する「京大人気No.1教授」の「科学の
伝道師」。『週刊エコノミスト』に「鎌田浩毅の役に立つ地学」を 
連載中。著書に、『京大人気講義　生き抜くための地震学』

（ちくま新書、2013年）、『地球の歴史』 （全3巻、中公新書、
2016年）、『地学ノススメ 「日本列島のいま」を知るために』

（講談社ブルーバックス、2017年）、『座右の古典 今すぐ使える
50冊』 （ちくま文庫、2018年）、『富士山噴火と南海トラフ』

（講談社ブルーバックス、2019年）、『一生モノの勉強法』（ちくま
文庫、2020年）、『首都直下地震と南海トラフ』（MdN新書、
2021年）、『理系的アタマの使い方』（PHP文庫、2021年）、

『100年無敵の勉強法』（筑摩書房、2021年）ほか多数。
ホームページ： http://trans.kuciv.kyoto-u.ac.jp/resilience/ 
~kamata/

鎌田浩毅著 『富士山噴火と南海トラフ』（講談社ブルーバックス）による

図 ３　富士山噴火で降り積もる火山灰の厚さ



と
準
備
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
建
物
を
耐
震
補
強
す
る

と
か
、
食
料
を
備
蓄
す
る
と
か
、
道
路
を
整
備
す
る
な

ど
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
行
政
も
会

社
も
短
い
四
半
期
で
も
の
を
見
る
の
で
は
な
く
、「
長

尺
」
の
目
で
歴
史
や
科
学
を
勉
強
し
て
も
ら
い
、
防
災

計
画
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）、
防
災
訓
練
や
備

蓄
な
ど
、
ど
こ
に
お
カ
ネ
を
か
け
る
の
が
よ
い
か
を
考

え
、
た
と
え
ば
３
〜
７
日
分
の
水
・
食
料
・
薬
品
・
簡

易
ト
イ
レ
な
ど
を
備
蓄
す
る
な
ど
適
切
な
準
備
を
し
て

ほ
し
い
。
市
民
も
寝
室
を
チ
ェ
ッ
ク
し
金
具
で
家
具
の

転
倒
防
止
を
図
る
。
ひ
と
り
一
人
が
防
災
グ
ッ
ズ
の
準

備
等
を
し
て
万
一
の
場
合
に
備
え
る
こ
と
で
、
被
害
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
確
率
は
70
〜
80
％
」で
は

一
般
の
人
に
は
伝
わ
ら
な
い

濱
岸　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
場
合
で
す
と
「
２
０

３
５
年
±
５
年
」と
い
う
予
測
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
地
球
科
学
で
は
ど
の
く
ら
い
の
精
度
で
予
測
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田　

京
都
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
、
世
界
中
で
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
地
震
が
何
月
何
日
に
ど
こ

で
起
き
る
か
、
火
山
が
い
つ
噴
火
す
る
か
、
そ
れ
に
答

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
震
学
会
も
短
期
予
測
は

で
き
な
い
と
断
言
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は

研
究
し
て
も
無
駄
だ
か
ら
、
研
究
費
を
カ
ッ
ト
す
る
か

と
い
う
と
、
そ
れ
は
極
論
で
す
。「
２
０
３
５
年
±
５
年
」

と
い
う
予
測
も
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
地
震
の
履
歴
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
総
合
す
る
と
そ
こ
ま
で
は
言
え
ま
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
何
年
何
月

に
来
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
と
成
り
行
き
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、「
２
０
３
５
年
±
５
年
」
と
い
う
予
測
を

10
年
後
、
15
年
後
に
備
え
て
活
用
し
て
ほ
し
い
。
私
が

伝
え
た
い
の
は
使
え
る
予
測
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
を
使

っ
て
命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
学
者
・
専
門
家
の
予
測
の
仕
方
に
も
問
題

が
あ
り
ま
す
。
最
大
の
問
題
は
地
震
・
噴
火
が
起
き
る

「
確
率
は
70
〜
80
％
」
と
い
う
予
測
の
立
て
方
で
、
こ

れ
で
は
一
般
の
人
に
は
わ
か
ら
な
い
。
私
自
身
、
あ
る

講
演
会
で
と
あ
る
会
社
の
社
長
さ
ん
か
ら
「
70
％
の
確

率
で
は
あ
か
ん
よ
。
１
か
月
後
に
饅
頭
70
個
も
っ
て
来

い
と
い
う
風
に
納
期
・
納
品
量
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
わ

か
ら
な
い
で
し
ょ
う
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
専
門
家
は
正
確
で
は
な
い
と
言
う
で
し
ょ
う

が
、「『
２
０
３
５
年
±
５
年
』
に
地
震
が
起
き
、
東
日

本
大
震
災
の
10
倍
の
被
害
が
予
測
さ
れ
る
」
と
伝
え
れ

ば
良
い
。
英
国
の
哲
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の

言
葉
に
「
知
識
は
力
な
り
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
ろ
う
と
市
民
を
動
か
す
情
報
で

な
け
れ
ば
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
私
は
日
本
全
国
で
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
の
機
会
を
利
用
し
、「
科
学
の
伝
道
師
」
と
し
て

辻
説
法
し
て
回
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
月
１
回
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
京
都
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
鎌
田
浩
毅
の
地
球
科
学
超

入
門
」
を
開
い
て
い
る
の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
、

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

講
義
も
講
演
も

「
伝
え
よ
う
か
ら
、伝
わ
る
へ
」

濱
岸　

先
生
の
講
義
は
多
く
の
学
生
が
聴
講
し
、
京
都

大
学
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
講
義
と
お
聞
き
し
ま
す
。

お
洒
落
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
登
壇
し
、
情
熱
的
に
フ
ェ

イ
ス
to
フ
ェ
イ
ス
で
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
る
、
講

義
で
学
生
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
秘
訣
は
何
で
す
か
。

鎌
田　

い
ち
ば
ん
大
事
な
こ
と
は
学
生
に
向
け
て
、

「
伝
わ
る
」
よ
う
に
講
義
を
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
「
伝

え
よ
う
か
ら
、
ひ
と
り
で
に
伝
わ
る
へ
」
を
標
語
に
し

て
い
ま
す
が
、
一
所
懸
命
伝
え
よ
う
と
し
て
も
、
こ
ち

ら
側
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
、
こ
ち
ら
側
の
言
葉
や
概
念

で
語
り
か
け
て
も
、
学
生
や
市
民
に
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
、
最
初
に
赤
い
服
で
学
生
を
惹
き
つ
け
た
り
、

伝
え
た
い
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
マ
ン
ガ
で
表
現
し
た

り
す
る
と
「
伝
わ
る
」
の
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
大

事
で
あ
り
、
講
義
で
は
赤
い
革
ジ
ャ
ン
や
ス
タ
ジ
ャ
ン

を
着
た
り
、
毎
日
、
服
を
替
え
る
、
そ
う
す
る
と
学
生

が
授
業
を
聴
き
に
来
て
く
れ
ま
す
。
相
手
の
「
関
心
」

に
関
心
を
持
つ
こ
と
、
つ
ま
り
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
関
心

を
持
つ
こ
と
が
、
伝
わ
る
こ
と
の
秘
訣
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
わ
か
り
や
す
く
、
お
も
し
ろ
く
た
め

に
な
る
話
を
す
る
こ
と
で
す
。
学
問
や
講
義
と
い
う
の

は
、
た
め
に
な
る
け
れ
ど
も
、
大
体
お
も
し
ろ
く
な
い
。

大
事
な
こ
と
は
お
も
し
ろ
く
て
、
た
め
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
い
つ
し
か
京
都
大
学

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
教
授
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
学
生
が
鍛
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
ね
。

私
は
授
業
で
も
、
講
演
会
で
も
、
学
生
や
参
加
者
に
紙

を
渡
し
て
質
問
・
意
見
や
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
学
生
た
ち
は
無
記
名
で
「
今
日
の
授
業

は
お
も
し
ろ
く
な
い
」
と
か
、「
ギ
ャ
グ
言
っ
て
い
る

け
ど
、
古
く
て
わ
か
ら
な
い
」
と
か
言
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
ち
ら
は
「
そ
う
か
、伝
わ
っ
て
い
な
い
な
」、

「
そ
れ
で
は
全
部
変
え
て
み
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

学
生
が
私
の
授
業
を
改
善
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
う

い
う
学
生
の
ニ
ー
ズ
と
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
こ
と
が
合



致
す
る
と
学
生
が
集
ま
り
、
人
気
が
出
る
と
い
う
わ
け

で
す
。
そ
う
な
る
と
、
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
の
か
？

実
は
、
あ
る
の
で
す
。

　

講
義
を
聴
き
に
来
て
い
た
学
生
た
ち
が
い
ず
れ
、
全

国
の
会
社
や
自
治
体
な
ど
に
散
っ
て
活
躍
す
る
と
き
が

き
ま
す
。
す
る
と
講
義
で
聴
い
た
地
震
や
火
山
、
気
候

変
動
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
っ
た
話
を
自
分

の
仕
事
や
生
活
に
活
か
す
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
す
。
お

も
し
ろ
い
話
を
す
る
こ
と
が
、
回
り
ま
わ
っ
て
地
震
・

津
波
の
防
災
に
つ
な
が
り
、
市
民
を
守
り
、
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

オ
ン
も
大
事
な
ら
オ
フ
も
大
事

情
報
は「
捨
て
る
」こ
と
が
大
事

濱
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先
生
は
、
研
究
、
講
義
の
ほ
か
、
講
演
・
Ｔ
Ｖ

出
演
、
書
籍
の
執
筆
等
、
精
力
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
専
門
分
野
の
ほ
か
、
教
養
が
豊
か
で
、
勉
強
法

や
座
右
の
古
典
等
の
書
籍
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
大
変
ご
多
忙
の
中
、
ど
の
よ
う
に
勉
強
し
、
情
報

整
理
や
時
間
の
活
用
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

鎌
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勉
強
は
、
本
来
、
た
め
に
な
る
か
ら
で
は
な
く
、

楽
し
い
か
ら
す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
ゲ
ー
ム
、
旅

行
、
趣
味
等
、
好
き
な
こ
と
に
の
め
り
こ
み
、
勉
強
し
、

人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
仕
事
し
か
な

い
人
は
、
一
緒
に
お
酒
を
飲
ん
で
も
お
も
し
ろ
く
な
い

で
し
ょ
う
。

　

オ
ン
オ
フ
で
い
う
と
、
専
門
と
教
養
。
オ
ン
は
、
専

門
で
自
分
の
身
・
生
活
を
守
り
、
オ
フ
は
、
教
養
で
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
で
す
。
若
い
人
に
は
今
か
ら
遊

び
や
趣
味
に
投
資
を
し
て
、
仕
事
と
遊
び
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
の
授
業
も
担
当
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
遊
ぶ
か
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
映
画
・
グ
ル
メ
、
す
べ
て
大
事
で
あ
り
、
特
に
配

偶
者
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
机
に
向
か
っ
て
勉
強
す
る
と
き
は
、
漫

然
と
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
始
め
る
前
に
あ
ら
か
じ

め
「
時
間
の
枠
」
を
設
定
し
そ
の
枠
内
に
終
え
る
こ
と

を
目
指
し
た
方
が
、
締
め
切
り
効
果
で
密
度
の
高
い
勉

強
が
で
き
ま
す
。
枠
の
目
安
は
１
日
１
時
間
。
こ
の
１

時
間
に
外
部
と
の
通
信
は
す
べ
て
遮
断
し
集
中
し
て
行

い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
情
報
に
つ
い
て
は
集
め
る
の
で
は
な
く
、

捨
て
る
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
観
て
い
る
と
、
こ

ん
な
食
べ
物
、
製
品
が
あ
り
ま
す
と
、
欲
望
を
刺
激
す

る
こ
と
で
モ
ノ
を
売
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
も
い

ら
な
い
、
あ
れ
も
い
ら
な
い
と
断
捨
離
し
て
い
く
と
、

実
は
本
当
に
少
な
い
も
の
で
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
実
践
し
て
い
る
の
が
「
デ
ジ
タ
ル
か
ら
ア

ナ
ロ
グ
へ
」
で
す
。
今
の
世
の
中
、
余
計
な
も
の
が
沢

山
あ
っ
て
、
取
捨
選
択
し
な
い
と
時
間
も
感
性
も
摩
滅

す
る
ば
か
り
で
す
。
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そ
れ
で
は
、
先
生
、
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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京
都
に
来
て
か
ら
24
年
、
京
都
大
学
を
定
年
に

な
り
、
そ
れ
を
機
に
東
京
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
ま

し
た
が
、結
局
お
断
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

京
都
で
ま
だ
ま
だ
仕
事
が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
京
都
は
「
深
め
る
都
市
」
で
す
。
京
都

に
は
数
多
く
の
世
界
的
な
先
端
Ｉ
Ｔ
企
業
が
立
地
し
ま

す
が
、
や
は
り
千
年
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
に
培
わ
れ

た
町
で
あ
り
、
こ
ち
ら
を
ベ
ー
ス
に
研
究
生
活
と
豊
か

な
生
活
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

よ
く
応
仁
の
乱
か
ら
住
ん
で
い
な
い
と
京
都
人
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
い
ま
す
が
、
24
年
間
し
か
い
な

い
け
れ
ど
も
、
最
近
は
な
ん
と
な
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
い
て
い
る
よ
う
な
実
感
が
あ
り
ま
す
。
京
都
の
市
民
・

府
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
う
し
た
豊
か
な
、
深
め
る
都

市
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
京

都
以
外
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
京
都
に
お
い
で
に
な
っ

て
京
都
の
伝
統
・
歴
史
・
文
化
財
や
寺
院
、
京
料
理
を

味
わ
い
、
英
気
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
が
地
震
と
火
山
噴
火
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
人
の
力
を
は
る
か
に
超
え
る
自
然
現

象
と
上
手
に
付
き
合
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

濱
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本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


